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日 に 盛岡 の 糖蜜 で 観察 され , 同時 期 に 秋田 で も 認め られ た . その 後 5 月 15 日 , 23 日 , 7 月 23 日 , の 計 4 
流 に 比較 的 多数 の 侵入 が 各 調 査 地 で み ら れ た . 秋田 の 6 トラップ (名 誘引 源 3 個 ) に は 期間 中 125 頭 , 成 
岡 の 同数 トラ ッ プ で は 62 頭 誘引 さ れ た . 秋田 で は , 糖蜜 に 100 頭 と 多く , 性 フェ ロモ ン 25 頭 , 盛岡 で は 
逆 に 糖 密 26 頭 , 性 フェ ロモ ン 36 頭 で あ っ た . 橋 蜜 へ の 誘引 虫 の 雌 率 を みる と , 秋田 419%, 盛岡 42.2% と 
雌 の 誘引 が 少な めで あっ た . 

調査 地 別 の 捕獲 数 (トラ ッ プ は 性 フェ ロモ ン 1, 糖蜜 1) と 海岸 か ら の 距離 の 関係 を みる と , 海岸 か ら 
10 km, 16 km の 能代 , ニッ 井 で は 51 頭 , 52 頭 で あ っ た が , 35 km, 88 km の 鷹巣 , 盛岡 で は 22 頭 , 21 頭 , 
と 半数 以下 に な っ た . ニッ 井 の 調 査 地 の 東方 に 位置 する 標高 200 m 以上 の 山 な み が 飛 行 を さえ ぎっ た も の 
と 理解 され た . 能代 , ニッ 井 で は 糖蜜 に 多く 入り , フェ ロモ ン の 9 倍 以 上 . 内 陸 2 地点 で は 逆 に フェ ロモ 
ン に 多く 入っ た . 第 一 次 侵入 地 と 考え られ る 海岸 より の 2 地点 で は , 侵入 成虫 の 吸 密 習性 と そこ に 蜜源 が 
少な か っ た こと が 糖蜜 へ の 飛来 を 多く し , さら に , 多数 降下 し た 侵入 個体 群 の 雌 と 合成 性 フェ ロモ ン と の 
競合 が 誘起 され , フェ ロモ ント ラッ プ に 相対 的 に 入ら な か っ た も の と 考え られ る . 地上 天気 図 に お ける 低 
気圧 の 移動 と 侵入 成虫 数 の 関係 を みる と , 中 国 華 中 に 発生 し た 低 気圧 が 新潟 北部 と 宮城 中 部 を 結ん だ 線 以 
北 を 通過 し た 時 に 多く の 成虫 が 運ば れ て きた . な お , 調査 地 の 草地 に お ける 幼虫 の 発生 密度 は 少な か っ た . 











4. Jamides 属 (ルリ ウラ ナミ シジミ 属 ) お よび その 近 縁 属 の 分 類 学 的 再 検討 広渡 俊哉 (九州 ) 

Jamides 属 お よび その 近 縁 属 と 考え られ る Nacaduba 属 ( ア マミ ウラ ナミ シジミ 属 ), Prosotas 属 (ヒス 
ウラ ナミ シジミ 属 ) に つい て 各 属 の generic character を 再 検討 し , 各 属 の 単 系 統 性 に 関し て 考察 を 加え 
た . 

1 . Jamides HOBNER, [1819] 

次 の 斑紋 ・ 色 彩 等 に より 3 つの 種 群 (oczxs 群 , celeno 群 , euchylas 群 ) が 認め られ る . この う も bochaus 
I に 他 め 竹生 を 遇 者 だ 科 な の 以下 の 特徴 が 認め られ た . 

. 包 交 尾 器 . Ring の 背面 は 著しく 狭い 帯状 に な り , brachium の 先端 は 失 ら ず ヘ ラ 状 に な る . 
a 群 や 近 縁 属 と 同様 
に お よび L-group の 刺 毛 が 長く な る が D。 が 微 刺 毛 化す る ( 他 の 種 群 で は 根 棒 状 の D。 を 有する ). 腹 脚 の 
鉛 爪 の 数 は , 刺 毛 配列 ・ 刺 毛 形態 が 原始 的 で ある と 考え られ る Lampides boeticus (ウラ ナミ シジミ) な ど 
を 含め て , ヒメ シジミ 亜 科 で は 一 般 的 に 4 本 (2 対 ) で ある の に 対し て 6oczzs 群 の み が 2 本 (1 対 ) で あ 
る . 

これ ら の こと か ら bochkus 群 は 単 系 統 性 が 高い と 推定 され る が , 従来 本 属 全体 を まとめ て いた 次 脈 の 形 
質 (前 次 第 11 脈 と 第 12 脈 を 結ぶ 1 本 の 分 枝 を 持つ と と ) は 安定 し た も の で は な く 属 の 形質 と し て 不 十分 
な の で , 今後 本 属 の generic character お よび その 単 系 統 性 に つい て さら に 検討 する 必要 が ある と 考え ら 
れる . 

2. Nacaduba MOORE, [1881] 

前 交 理 面 基部 の 条 線 の 有無 に より berenice 群 , avana 群 の 2 種 群 が 認め られ る . ヤ 変 尾 器 の 形態 も 非常 
に 多様 で 従来 本 属 を まとめ る 明確 な 形質 は 何一つ 示さ れ て いな か っ た が , ざ 交 尾 器 と くに 内 部 生殖 器 の 形 
態 が 非常 に 特異 で し か も 均一 で あり , 本 属 は これ に よっ て 特徴 づけ られ る 顕著 な 単 素 統 群 で ある こと が 推 
定 さ れ た . すなわち ヒメ シジミ 亜 科 で は 一 般 的 に corpus bursae は 細長 く , 一 様 に 細い ductus seminalis 
が ductus bursae の 交尾 口 付 近 に 開口 する . し か し な が ら 本 属 に 含ま れる 種 で は corpus bursae は 球状 で 
大 型 の signa が 発達 し , ductus seminalis は 次 A BN EN RA 
し た が っ て 次 第 に 太く な る と いう 特徴 を 持つ こと を 明らか に し た . 

3. Prosotas DRUCE, 1891. 

そ 交 尾 器 の 形質 すなわち ring の dorsum が 大 型 で ある こと, valva が 一 様 に 単純 で 末端 部 は 背 方 に 起立 
する 突起 に な る こと な ど に より , 本 属 は 自然 群 で ある と し て 前 属 と 区 別 さ れ て いる . 今回 新た に @ 交 尾 器 
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の ductus seminalis が ductus bursae に 開口 する 付近 で や や 太く な る と いう 形質 が 認め られ た . これ は 本 
属 の 固有 新 形 質 の 1 つ で ある と 推定 され , 本 属 の 単 系 統 性 は か な り 高 いも ゃ の と 考え る . 


5. アゲ ハチ ョ ウ 科 の 属 む よび 種 に お ける 体液 酵素 の 電気 泳動 的 研究 
保田 倫 ・ 小 南 裕彦 ・ 山 口 修 ・ 住 吉 薫 (近畿 ) 

生物 の 分 類 に 関す る 体系 は , 主として その 生物 を 特徴 づけ る 形態 の 差異 に も と づく こと が 多く 
Papihonidae (アゲ ハチ ョ ウ 科 ) の 属 お よび 種 で は , その 形態 学 的 類似 お よび 幼生 期 の 食性 な と の 差異 た 
ょ っ て 分 類 さ れ て いる . 種 間 の 近似 性 な ど と に つい て は , な お 疑問 点 が 多く 自然 界 の 種 問 交 雑 が 存在 する と 
と も に , 一 部 に 人 工 的 な 雑種 の 作成 実験 が 試み られ て いる の が 現状 で ある . そこ で 我々 は , 成体 の 細胞 内 
及び 体液 中 に 存在 する 酵素 の 変異 が , 分 類 上 の 種 の 同定 及び 種 問 の 近似 性 を 明確 に する こと お よび その 手 
法 と な る 可能 性 を 追求 する 目的 で , 次 の 実験 を 実施 し た . 本 実験 の 酵素 の 検索 は 電気 泳動 法 を 用 い , 実験 
の 対象 と し た 酵素 は 次 の 通り で ある . Acid phosphatase (Acph) ・alcohol dehydrogenase (Adh) ・malate 
dehydrogenase (Mdh) ・tet rozorium oxidase ・esterase a (Esta) ・esterase/ (Pst/) で ある . チョ ウ 
の 組 識 液 の 調製 は 。 チョ ッ の 腹部 を 切開 し , 腹部 内 容 を 取り 出し , 破砕 し た 後 , その 上 浴 を 実験 材料 と し 
た . 電気 泳動 は , 3.5% ポ リア クリ ル ア ミ ド ゲ ル 上 に 展開 させ る と と に し た . これ は , 泳動 時 間 が 短く 酵素 
の 変性 を 避け る た めで ある . 

以上 の 結果 , Acph・Adh・tetrozorium oxidase で は , ph6.8 の 場合 バン ド の 分 離 が zoso の 2 
melanogaster に 比べ て , バン ド の 分 離 が 不鮮明 で チョ ウ に 対す る 至 適 ph を 追求 する 必要 性 が ある . Adh 
に つい て は , ph 6.8 の 場合 に 充分 な 分 離 が 認め られ る が , 陰極 方 向 に 移動 する 場合 が あり , この 実験 で は 
盗 料 の 位置 に 注意 を 要する . Este・Est2 に お いて は ph 6.8 の 条件 で 分 離 は 極め て 良好 で あり , 本 邦 産 14 
種 の 泳動 結果 で は , 種 に よっ て 極め て 特徴 ある 変化 が 認め られ た . し か し な が ら 検 索 を 実施 し た 例 数 は 数 
個体 な いし 10 個体 を 越え る 程度 で あっ て , 種 の 状態 を 明らか に する に は , 遺伝 子 の 分 布 な と か ら 見 て 最低 
50 個体 以上 の 検索 が 必要 で ある と 考え る . 


6. ウラ ナミ ジャ ノ メ の 幼 申 休 眠 一 ツシマ ウラ ナミ ジャ ノ メ と の 比較 一 藤井 恒 (近畿) 
本 土産 の ウラ ナミ ジャ ノ メ は , 通常 年 1 - 2 化 で ある と 言わ れ て いる が , 近畿 地方 な ど で は , 年 1 化 の 
産地 と 2 化 の 産地 が 混在 し て お り , その メカ ニズム に つい て は 不明 瞭 な 点 が 多い . 一 方 , 鹿児島 県 で は 時 
に 3 化す る と も 言わ れ , (福田 ら , 1984), さら に 対馬 産 に お いて は 4 化 で ある と いう 推定 も る され て いる ( 江 
島 , 1981). 

演者 は , 1983 -85 年 に か け て , 対馬 産 , 大 阪 産 及 び 両 者 の 雑種 F, (対馬 産生 メ 大 阪 産 ず ) の 光 周 反応 を 
調べ た . 25 で で 飼育 し た と ころ , 対馬 産 で は , 13.5L 以下 の 短 日 条件 下 で は 100% 幼 虫 休眠 と 入り , 15 工 以 
上 の 長 日 条件 下 で は 100% 不 休眠 と な っ た が (臨界 日 長 は 13.5L と 14L の 間 ), 大 阪 産 で は 臨界 日 長 は 約 
14L で , 短 日 条件 下 で は 100% 休 眠 し た も の の , 15 し や 16L の 長 日 条件 下 で も 休眠 する も の が 認め られ 
た . 雑種 F, の 光 周 反応 曲線 は , 対馬 産 の 場合 と よく 似 て いる よう に 思わ れ た . と の こと か ら , 対 和 島 産 と 大 
阪 産 の 間 で , 休眠 に 関す る 光 周 反応 が , 遺伝 的 に 大 きく 異な っ て いる と は 考え られ な い . 一 方 , 大 阪 産 の 
卵 期 , 幼虫 期 ( 不 休眠 の も の ), 中 期 は 16L で 飼育 し た 場合 それ ぞ れ , 20C で 約 7.3 日 , 49.6 日 , 17.9 日 
合計 74.8 日 ), 25C で 約 7.1 日 , 35.2 日 , 10.3 日 (合計 52.6 日 ) で あっ た . 

以上 の 結果 を , 野外 に お ける 日 長 及 び 温度 条件 と 照ら し 合わ せ て みる と , 大 阪 付近 に お いて は , 年 2 化 
する の が 精 一 杯 で 3 化 目 が 発生 する こと は 考え られ な い . 野外 で 10 月 ご ろ 見 られ る 個体 は , 長 日 で 幼虫 休 
眠 と 入っ た も の に 由来 する と 考え る の が 妥当 で あり , また , 少し で も 一 化 目 の 発生 が 遅れ た り , 温度 が 低 
か っ た りす る と , 容易 に 年 1 化 に な っ て し まう と 考え られ る の で , 本 州 に お いて , 年 1 化 の 産地 と 年 2 化 
の 産地 が モザ イク 状 に 混在 し て いる の は , お そら く 微 妙 な 気候 の 違い に よっ て いる と ころ が 多い の で は な 
いか と 思わ れる . さら に , 鹿児島 と 大 阪 の 日 長 , 温度 条件 に は 大 き な 差 が な いこ と を 考慮 する と , 臨界 日 
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